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　　　　　　　　　　　児島 , 大西祥太各会員　　　
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NO.3025 第 2 回例会

例 会 案 内 例会案内「７月～８月」

出 席 報 告

担当：会長・幹事

飛弾野会長　　1 年間宜しくお願い申し上げます。
成田雅敏 PAG　本人誕生
北村 P 会長　　８５才になりました。
木村副会長　　1 年間宜しくお願い申し上げます。
平瀬幹事　　　1 年間宜しくお願い申し上げます。
清水会員　　　本人誕生

会 長 報 告

７月２日例会

■砂川ＲＣより例会案内の送付
■レターボックスにガバナー公式訪問のタイム
　スケジュールを入れておりますのでご確認ください
■本日例会終了後理事会を開催いたします。

出村ガバナー公式訪問

７月の会員祝福

RI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

　通算 3024 回本年度第１回目の例会を始めさ
せていただきます。本年度１年間宜しくお願い
申し上げます。
　まず初めに本日のゲストをご紹介させていた
だきます。７月 16 日入会の空知ガス株式会社
代表取締役　樋口孝志様です。どうぞよろしく
お願い致します。またもうお一人、株式会社山
一工業の山脇康弘様が入会されます。
　本日は地区よりハイブリットカードが配布さ
れております。これはマイロータリー、地区ホー
ムページ、Facebook 等のリンク用 QR コードが
記載されておりますのでご利用ください。
　さて本日会長としての第 1 回目の例会となり
ました。私がこの場に立つ時が来るとは入会当
時は思ってもおりませんでした。まだまだ勉強
不足で皆様のご助言、ご協力が必要となってく
ると思いますので 1 年間どうぞよろしくお願い
いたします。

平瀬幹事前例会幹事報告

飛弾野貴広会長

■■■■■■■■会員誕生■■■■■■■
大西祥太会員　　　　昭和 32 年 7 月　3 日
北村幸雄会員　　　　昭和 14 年 7 月 24 日
成田雅敏会員　　　　昭和  32 年７月 10 日
清水秀晃会員　　　　昭和 54 年 7 月 25 日
■■■■■■■■夫人誕生■■■■■■■
武田寛子様　　　　　　　　　　7 月 20 日
■■■■■■■■結婚記念■■■■■■■
武田修門会員　　　　平成 16 年 7 月 20 日
■■■■■■■■創立記念■■■■■■■
児島俊一会員　　　　昭和 23 年 7 月　1 日
長谷川幸央会員　　　昭和 30 年 7 月　1 日
中西智恵子会員　　　平成　6 年 7 月 22 日
平瀬文男会員　　　　令和　2 年 7 月　3 日
廣上晃士会員　　　　昭和　25 年 7 月 19 日

　2024-25 年度会長エレクト研修セミナー、地区
研修 ･ 協議会が 3 月２３日、24 日ロイトン札幌
で開催されました。例年の流れでは会長研修セ
ミナーと地区研修協議会は３月と 4 月に開催さ
れていましたが今年度はそれらが合わさって 2
日で開催されました。また資料などもほとんど
が QR コードで自身でダウンロードする形となり
色々な形での転換期となったような気がします。

ロータリーの
マジック

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ 累計 30.000 円

飛弾野会長　PPH受賞

（火）

月 　  日



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

深川
Ｒ  Ｃ

委 員 長

副委員長

森　　 隆 江
富 永 隆 夫

会　長　飛騨野貴広　   会長エレクト　伊東由紀夫   　   副 会 長    木 村  喜 芳
幹　事　平 瀬　　文男    　副      幹     事    宮  澤   孝  司          会       計    廣 上    晃  士　 

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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Ｒ
Ｃ
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本
年
度
Ｒ
Ｉ
会
長
は
ア
メ
リ
カ
・
マ
ク
マ
ー

リ
ー
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー

Ａ 
ア
ー
チ
ッ
ク
会
長
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
ロ
ー

タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
」
と
い
う
事
で
マ
ー
ク
に

４
つ
の
星
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
決
し
て
魔
法
で
は
な
く
、
実
践
行
動

す
る
こ
と
が
魔
法
で
、
行
動
と
実
践
で
示
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
意
味
で
す
。
ポ
リ
オ
、
水
、

国
際
活
動
、
こ
れ
ら
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が

魔
法
で
す
。
ま
た
Ｒ
Ｃ
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
や
地
区
、
国
が

違
っ
て
も
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す

と
い
う
事
で
皆
様
も
理
解
し
、
改
め
で
再
認
識

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
札
幌
北
Ｒ

Ｃ
の
出
村
知
佳
子
ガ
バ
ナ
ー
で
す
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
」
を
生
み
出
す
た

め
「
勇
気
を
出
し
て
行
動
す
る
」「
基
本
理
念
」

を
大
切
に
し
、「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
、
公
平
性
、

包
摂
性
）」
と
「
帰
属
意
識
」、「W

ell-being

（
幸
福
）」、「
ク
ラ
ブ
体
験
」
と
「
ク
ラ
ブ
文
化
」

を
重
視
し
、Irresistible

（
魅
力
的
）
に
な
る

た
め
の
１
年
を
創
造
し
て
い
ま
す
。
こ
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
よ
り
確
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
築
き
、
ク
ラ
ブ
会
員
が
満
足
度
の
高
い
体
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
融
合
す
る
こ
と
で
、
よ
り

確
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
、
ク
ラ
ブ
会
員

が
満
足
度
の
高
い
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
各
ク

ラ
ブ
の
運
営
に
と
っ
て
重
要
な
、
ス
テ
フ
ァ

ニ
ー
・A

・
ア
ー
チ
ッ
ク
会
長
の
テ
ー
マ
「
ロ
ー

タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
」
に
つ
な
が
る
こ
と
に
焦

点
を
当
て
、
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
地
区
の
発
展
に

精
一
杯
尽
力
い
た
し
ま
す
。

「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
と
帰
属
意
識
」
が
結
び
つ
く
こ
と
は
、

会
員
、
ク
ラ
ブ
、
地
区
が
多
様
性
を
尊
重
し
、

す
べ
て
の
会
員
が
尊
重
さ
れ
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
意
見
を
持
つ
メ

ン
バ
ー
が
互
い
を
尊
重
し
、
共
に
協
力
し
て
活

動
す
る
こ
と
で
、
安
心
を
見
出
し
、
地
区
全
体

の
結
束
力
も
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
帰
属
意
識

は
、
メ
ン
バ
ー
が
地
区
や
ク
ラ
ブ
に
誇
り
を
持

ち
、
参
加
意
欲
を
高
め
る
重
要
な
要
素
で
す
。

「W
ell-being

」
の
重
要
性
も
見
逃
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
の
健
康
と
幸
福
を
促

進
す
る
こ
と
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
念
に
お
い

て
も
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
ク
ラ
ブ
体
験
と
文
化
の
形
成
」
は
、メ
ン
バ
ー

が
居
心
地
の
良
い
環
境
で
活
動
し
、
成
長
す
る

こ
と
を
支
え
ま
す
。
明
る
く
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ

運
営
は
、地
区
全
体
の
健
全
な
成
長
を
促
進
し
、

メ
ン
バ
ー
の
幸
福
感
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も

貢
献
し
ま
す
。
基
本
理
念
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
が
確
立
さ
れ
た
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

に
お
い
て
も
大
き
な
信
頼
を
築
き
、
健
全
な
発

展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

な
発
展
が
中
長
期
的
に
実
現
し
て
い
く
よ
う
に

各
ク
ラ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
適
切
な
情
報
や
支

援
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
区
全
体
の
意
識
と

信
頼
性
を
更
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

「
平
和
構
築
」
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ン
だ
け
で
な

く
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
全
体
の
共
通

の
目
的
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
社
会
や
国
際
社
会
に
お
い
て
「
平

和
を
促
進
す
る
使
命
」
を
共
有
し
、
共
に
協
力

し
、
平
和
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
、
帰
属
意
識
、W

ell-being
、
魅
力

あ
る
ク
ラ
ブ
運
営
」
を
基
本
に
、
各
ク
ラ
ブ
が

多
く
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
生
み
出
し
、
地
区

の
発
展
と
会
員
の
満
足
度
向
上
を
得
ら
れ
る
よ

う
、Irresistible

（
魅
力
的
）
な
ク
ラ
ブ
体
験

の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
が

共
に
力
を
合
わ
せ
、「
勇
気
を
出
し
て
行
動
」

多
く
の
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
」
が
生
ま

れ
る
よ
う
思
い
を
描
き
ま
す
。

地
区
目
標
と
し
て
は
４
つ
の
目
標
が
あ
り
ま

す
。

①
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す

②
参
加
者
の
基
盤
を
広
げ
る

③
参
加
者
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
促
す

④
適
応
力
を
高
め
る

詳
細
は
活
動
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
本
年
度
深
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
し

て
は
新
し
い
試
み
を
始
め
ま
す
。

　

例
会
を
「
昼
例
会

」「
夜
間
例
会

」「
懇

親
会
付
き
夜
間
例
会

」
と
３
つ
の
例
会
に
分

け
、
少
し
で
も
会
員
が
出
席
し
や
す
い
例
会
を

企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
各
委
員
会
の
配
置
で
す
が
、委
員
長
、

副
委
員
長
が
重
複
し
て
い
る
委
員
会
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
理
事
会
で
協
議
を
重
ね
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
事
業
を
や
り
や
す
い
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
の
配
置
で
、
各
事
業
を
ク
ラ
ブ

全
体
で
行
い
、
次
年
度
に
ど
の
よ
う
に
繋
げ
る

か
と
い
う
考
え
の
も
と
に
こ
の
よ
う
な
配
置
が

さ
れ
て
お
り
ま
す
事
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
私
も
Ｒ
Ｃ
が
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
輩
の
支
え
、
助
言
、
を
頂

き
な
が
ら
歴
史
あ
る
深
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
会
長
職
を
な
ん
と
か
１
年
間
務
め
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今年度活動方針


